
光整流効果によるBNA結晶からのTHz波発生特性
Terahertz generation characteristics from BNA crystal by optical rectification
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有機非線形光学（NLO）結晶であるN-benzyl-2-methyl-4-nitroaniline（BNA）結晶は，2次のNLO

定数d33が234 pm/V（λ =1064 nm）と無機系結晶に比べて大きいため [1]，高強度テラヘルツ（THz）

波の発生材料として注目されている．我々は以前，テラヘルツ時間領域分光法により求めた BNA

結晶の屈折率から差周波発生（DFG）のコヒーレンス長を算出し（Fig. 1参照），THz波発生の

最適励起光条件について検討した [2]．その結果，0～5 THzの範囲では，Ti:sapphireレーザーの

発振領域（λ1 =600～1100 nm）で数百 µm以上のコヒーレンス長を有しているため，光整流効果

（OR）による THz波発生に有用であることが示唆された．そこで本研究では，パルス幅が約 20 fs

の Ti:sapphireレーザーを用いた，ORによる BNA結晶からの THz波発生実験を行った．

BNA結晶の 2次のNLO定数は d33が最大であり，BNA結晶の c軸方向を用いた THz波発生が

最も効率が良く，c軸方向に平行な偏光の THz波が発生する [3]．そこで本研究では，c軸方向に

偏光した励起パルス光を入射させ，発生した THz波を光伝導アンテナ（PCA）で検出する実験を

行った．Fig. 2に，今回の実験により得られた THz波のパワースペクトルを示す．Fig. 2からおよ

そ～7，10～15 THzにおける THz波発生が確認され，7 THzまでは一様に発生し，高 SN比であ

ることが分かる．尚，7～10 THz付近のディップは PCAのGaAs基板による吸収が原因である．

本講演では，ORによって BNA結晶から発生する THz波の励起光の偏光方向・強度依存性につ

いて紹介する予定である．
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Fig. 1：BNA結晶のコヒーレンス長マップ．　　　　　　 Fig. 2：BNA結晶からの THz波放射スペクトル．
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